
令和 4（2022）年度 

東北がんネットワーク化学療法専門委員会 会議 

 

 日時：令和 4（2022）年 6 月 14 日（火）18:30～19:00 

 開催形式：WEB による開催 

 

【議題】 

 

１）がん化学療法標準プロトコールの更新関係について 

 

 

２）その他 

















がんネット標準プロトコールアンケート１（19 名回答） 

Q1.これまでの形式を踏襲すると作業が大変なので、今後は簡略化し、治療レジメンだけを

掲載してはどうかと考えます。 

 

Q2. がん種は現在のままで良いか ※追加すべきと上がったのは 肝胆膵、婦人科がん 

  

Q3. プロトコールは東北大学病院のものを流用することを検討しているが 

※その他はアクセス状況をチェック後にーとの意見 

 

 

Q1

現在のまま：2 簡略化：17

Q2

現在のまま：12 追加すべき：7

Q3

その他：1 流用可：18



がんネット標準プロトコールアンケート２（13 施設回答） 

（１）公開レジメンの閲覧について（過去 5 年間） 

 

（２）公開レジメン情報の自施設レジメンへの参照について（過去 5 年間） 

 

（３）更新について：（要・不要） 

 

 

Q1

なし：3 1‐2回：7 3回以上：3

Q2

なし：7 あり：6

Q3

要：10 不要：2 未回答：1



（４）更新要の場合、がん種の拡大について：（不要・要（がん種名：   ）） 

 

追加がん種であがったもの；肝臓がん、軟部肉腫、原発不明、GIST、NEC、血液がん領域 

 

Q4

要：6 不要：6 未回答：1







令和 4（2022）年度 

東北がんネットワーク化学療法専門委員会 会議議事要旨 

 

 日時：令和 4（2022）年 6 月 14 日（火）18:30～19:00 

 開催形式：WEB による開催 

 参加者（敬称略）：石岡千加史（東北大学病院）※委員長、高畑武功（弘前大学附属病院）、

伊藤薫樹（岩手医科大学附属病院）、加藤誠之（岩手県立中央病院）、和賀信継（岩手県立磐

井病院）、星田徹（岩手県立大船渡病院）、高橋雅信（東北大学病院）、下平秀樹（東北医科

薬科大学病院）、鈴木貴夫（仙台医療センター）、鈴木訓史（仙台医療センター）、森川直人

（東北労災病院）、熊谷史由（東北労災病院）、村川康子（宮城県立がんセンター）土屋雅美

（宮城県立がんセンター）、大堀久詔（石巻赤十字病院）、坂本康寛（大崎市民病院）、柴田

浩行（秋田大学医学部附属病院）、吉岡孝志（山形大学医学部附属病院）、黒木実智雄（山形

市立病院済生館）、金内直樹（日本海総合病院）※代理出席、佐治重衡（福島県立医科大学

附属病院） 事務担当：石川徹（東北臨床腫瘍研究会） 

 

 【議事要旨】 

 本日の議題、がん化学療法標準プロトコールの更新について、石岡委員長、事務担当より

東北臨床腫瘍研究会 HP 上におけるプロトコールページへのアクセス状況の推移、本日の

会議開催に向けての委員への事前アンケート（以上別紙参照）についての説明があり、改め

て石岡委員長より「プロトコールの簡略化による更新」「掲載がん種の追加等」「東北大学病

院のプロトコールの流用」について討議をお願いするとの提案が行われた。討議においては、

更新するとして、その管理と定期的なモニタリング（メンテナンス）の対応は可能か―、免

疫チェックポイント阻害薬に関するプロトコールは掲載が必要－、臓器横断的なプロトコ

ールも扱ってはどうか―などの意見が出された。東北大学病院のプロトコール流用につい

ては、東北大学病院高橋委員から、事例見本（別紙）の提示があり、このままでの掲載も可

能である旨説明があった。これに対しては、多くのがん種に関するものが掲載できるのでは

―、標準プロトコールの定義が難しいがん種への対応はどうするのか―などの意見が出さ

れた。これら討議を経て、まとめとしては石岡委員長より「プロトコールの更新は簡略化（副

作用モニタリングなし※追加分から）を柱とし古いものの削除、新規追加を図る」「東北大

学病院プロトコールを利用する」「がん種の追加拡大を図る」この 3 点を詳細を検討し、改

めてメール会議などで提案し標準プロトコールの更新に向け進んでいきたい―とのまとめ

となった。 

以上（文責・石川徹） 
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